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＜考察＞

　今回は1泊2日にて、福島県にある精神科病院を見学させていただいた。

　私は精神科病院に勤務して1年が経つが、学生期間を通してこれまで他の精神科病院を見学したことはなく、他病院はどのような環境、理念のもとで業務を行っているのか大変興味があった。そのため、研修先で見ること聞くことすべてが新鮮であり、見学して初めて気づくことがたくさんあった。

　今回の研修では、専門スタッフのみならず多職種が情報を共有するとともに、お互いの業務内容を理解しあっていることが印象的だった。このことは情報共有に対する法人の意識が高いだけではなく、職員一人ひとりの意識の高さの表れではないかと思う。当法人でもメールや会議等で情報共有を図っているがうまく活用できない現状がある。それは、職員個々人の意識の低さだけではなく、ＷＩＺそのものを使いこなせていないことや誰に情報提供すべきかといった体制が全職員に周知されていないことも理由の一つだと思う。情報共有はリスクマネジメントの他、多様な視点から意見をもらえる利点があるため、あらためて情報共有の大切さを再認識できた。青山荘でも、入所者に関する情報を得ても関連部署にうまく伝わらず、職員同士の連携がうまく図れない状況にある。それは仕事に対する意識が欠けている表れだと思うため、この研修を契機に仕事に対する態度を改めていかねばならないと感じた。

　さくまメンタルクリニックの説明では、19時まで診療時間を設けていると聞き、働いている人々にはとても利用しやすい病院であると感じた。多くの病院は診療時間を18時までとしている為、勤務終了後の受診は容易ではなく、私も勤務終了後急いで病院に駆け込んだ経験が何度かある。これまで病院の診療時間は夕方までというのが常識であるため、「医療はサービス業」と新人研修で学んだように、職員優先ではなく柔軟性を盛り込んだ患者様優先の社会のニーズにあった取り組みが必要だと感じた。

　あさかフェスティバル等のイベントについて話を聞いた時、イベントには数千人のボランティアが参加し、またスポンサーも有名な方々をお願いして開催しており、外部の力を大いに活用していると二瓶氏は述べられていた。当院のイベントを振りかえってみると、ボランティア集めや企画進行に職員の膨大な労力が必要となり、毎年職員が四苦八苦しているのが現状である。両者の違いは立地条件と地域住民の意識格差ではないだろうか。福島県は近隣に仙台等の大都市圏を抱えているのと比べ八戸市は近隣に大都市がなく、ボランティアの多くはは少数の学生や地元ボランティアに頼らざるをえない。また、住民の偏見は根強く「青南病院と言えば変な人が入るところ」と現在でも時々揶揄されることがある。そのため、偏見や地理条件をいかに克服して地域と連携した取り組みを行うかが課題であり、その点で、他病院も見学してみたいと思った。

　今回はボランティアの方々も参加し,貴重な意見を伺うことができた。同じ会場で説明を聞いた際「エンパワメント」等の横文字が飛び交い、よくわからなかったとの意見が出た。また、青山荘や青風荘にどのような方が住んでいるのか等いまだ施設の認知度はボランティアの方々であっても低いことが実感できた。ボランティアでもあまり認知されていないとういことはその他の一般住民は施設の存在自体知らないはずである。そのため、地域に向けた取り組みに重点をおくことが必要だと感じた。

　

　あさかホスピタルは400床あまりの大病院であり周辺に知的障害者施設や高齢者施設をもつ法人である。一視点からみると囲い込みの施設ではないかと疑念を持つが、別の視点から見ればライフステージの視点から見た長期的な治療ができるという点で素晴らしい環境だと思う。そのため、精神科の単科病院だから精神障害者のみ対象にするのではなく、精神疾患は多くの疾患の中の一つと捉えた支援が必要ではないかと思った。今回は時間がなく地域生活支援センターやささがわヴィレッジを見学できず残念ではあったが、ボランティアの方々と話ができ、貴重な御意見をたくさん聞くことができた。今回の研修で得たことを今後の業務に活かしていきたいと思う。

＜要旨＞

· あさかホスピタルの概要

　　　病床数571床の病院であり、関連施設として地域生活支援センター「アイ　キャン」、共同住居施設「ささがわヴィレッジ」、知的障害者施設、老人介護福祉施設が隣接している。

　　　法人全体では医療の質の向上、情報の共有化、リスクマネジメントを目的として平成12年より電子カルテを導入している。  

　　　地域に向けた取り組みとしてあさかフェスティバルを開催し、2000人以上の地域住民やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが参加し大規模に開催している。

○　あさかホスピタル
　　　少子高齢化や自殺者の増加など、社会のニーズに即した専門外来を開設している。また、さくまメンタルクリニックを開設し、診療時間を19時まで設けるなど、ニーズに合わせた診療を行っている。

病棟では、機能別に病棟を設け、特に慢性期の入院患者様に対しては、退院促進プロジェクト「Ｄ‐プロジェクト」を実施している。

　　　

· Ｄ－プロジェクト

　　　目的：入院患者様個々人の共通ニーズをテーマにして、退院に向けた指導・援助を行う

　　　内容：慢性期の患者様が退院後に安心して生活ができるよう、医師、作業療法士等多職種が協力し、ＯＴＰなどのリハビリテーションプログラムを活用しながら慢性期の長期入院患者の退院支援・促進を行う。

· ＮＰＯ法人　「アイ　キャン」

・地域生活支援センター「アイ　キャン」

　　　　同センターでは相談活動、日常生活の支援のほか、ささがわヴィレッジと協力して就労支援活動や地域交流活動を行っている。

・ささがわヴィレッジ　　　

　　　　共同住居を提供し、地域生活支援センターと連携しながら社会参加、就労支援を行う施設。メンバーの多くは日中デイケアへ通所している。根拠に基づいた方法を用いて評価を行い、エンパワメントに向けた取り組みを行っている。










